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＊ 日常生活の活動にマークを導入することの有効性が確認できた。 

＊ 環境面の配慮の有効性が確認できた。             担当指導主事 特別支援研究係 木村 隆美 

 

本生徒は、形や色の弁別等、認知力を高める学習に取

り組む段階にある。これまでは、数の概念獲得をめざし

た学習が繰り返し行われてきた。しかし、高校生という

ことで卒業後の生活を踏まえた支援が必要な時期を迎

え授業を見直すことにした。 

生活に密着した学習を通して生活に生きて働く

力を高めるような学習が適切と考え、できるだけ

生活力に関わる具体的な場面を授業の中に取り入

れて、学習活動を設定することにした。 

● マークを手がかりにして
できる活動の幅が広がっ
た。 

 
● いかに移行支援していく

かを検討していきたい。 

すぐには、効果はあらわれなか

ったが、要領が分かったのか、５

回程度しているうちに見本や写真

を見ながら一人で配置ができるよ

うになった。ただ、向かい合わせ

のテーブルにも同じように置いて

しまう傾向が見られた。 

置く場所と置く物に同じマー

クのシールを貼ることで正しい

所に置けるようになることを目

指した。はじめのうちは意味がつ

かめていなかったが、３回ほど行

なう中でほぼ理解し、同じマーク

を対応させて正しい位置に物を

置くことができるようになった。

コップなどのシルエットを描

いてある台紙を敷いて、そこに

茶器類を配るようにした。今度

は１回しただけで、レイアウト

どおりに置くことができた。シ

ルエットを描いた台紙が置いて

あるので、反対側にあっても向

きを正しく置くことができた。

 

 
・数の基礎となる認知の学習の実施 
例 四角形と立方体など平面図形と立体図形を 

対応させる活動など 
・生活に密着した活動の設定 
 例 コーヒーカップ：○、スプーン：    等

のマークを手がかりに、茶器等を準備する

活動 
・行動の特性に関わる支援 
 例 本生徒の気持ちを共感的に受け止めるとと

もに、必要に応じて座席を一番前にするな

どの学習に集中できるような環境面の配慮 
・他の指導形態との関連 
 例 牛乳運びの係活動に応用 

＊ マークやシルエットを見て、茶器を並べたり、数をまちがえず  

   に牛乳を箱に入れたりすることができるようになった。 


